
第１４回 ２次関数の最大・最小 

 

Pattern.1 定義域のない最大・最小 

 

 ・２次関数の最大・最小はグラフで考える！ 

 ⇒まずは基本形 2( )y a x p q= − + の形に直し、頂点に注目！ 

   0a   のとき、 x p=  で 最小値 q  ，最大値 ない 

   0a   のとき、 x p=  で 最大値 q  ，最小値 ない 

 

(例題 1) ２次関数 642 2 ++−= xxy の最大値または最小値を求めよ。また、そのときの 

xの値を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Pattern.2 定義域のある最大・最小 

 

 頂点と区間の端に注目！  

 区間に頂点が含まれるとき ⇒ 0a  のとき、頂点が最小値、遠い端が最大値  

                0a  のとき、頂点が最大値、遠い端が最小値 

  区間に頂点が含まれないとき ⇒ 区間の両端が最大値 or最小値 

 

(例題 2)次の関数の最大値・最小値を求めよ。 

(1) 222 ++= xxy   (－2≦ x≦1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 142 ++−= xxy    (0< x≦1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例題 3)関数 2 2y x x c= + +  ( 2− ≦ x≦ 2 )の最大値が 5であるように、定数cの値を求めよ。 

 

 

 

 

 

☆ＰＯＩＮＴ☆ 

☆ＰＯＩＮＴ☆ 
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